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第1期及び第2期の総合戦略、デジ田総合戦略を定め、各施策を着実に実行してきたことで、地方創生の成果が出始めている。これらの成果や地方創生の意識が
途切れることのないよう、まち・ひと・しごとの4つの分野を維持しつつ、地方創生2.0基本構想を勘案し、総合計画における戦略として設定してきた、「重点プロ
ジェクト」に総合戦略を位置付け、横断的に各政策分野の各49施策に反映する。

【「重点プロジェクト＝総合戦略」の強み】
①地方創生の内容が溶け込むことで、人口減少の克服に向け、さらに力強く事業展開することが可能になる。（幅広に地方創生の財源確保も可能）
②総合戦略も含めた49施策の進行管理ができるため総合計画の進行管理に絞ることができ、業務の改善にもつながるとともに市民にもわかりやすい計画づく
りが可能になる。

■総合戦略の位置づけ（重点プロジェクト）（案）

・重点プロジェクトには、
地方創生2.0基本構想
（国総合戦略）の要素を
溶け込ませたテーマを
設定する。
・これまでの佐久市の総
合戦略が途切れる事の
ないようの4つの分野を
引き継ぐ。
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■地方創生に関する総合戦略～これまでの地方創生の取組のフォローアップと推進戦略～

国の総合戦略に基づき、地方版総合戦略の策定・効果検証のための手引きにおいて、地方版総合戦略の中に盛り込むべきものとして、地方創生2.0
基本構想で示されている以下の基本姿勢を中心とするよう定められている。

①人口減少を正面から受け止めたうえでの施策展開
人口減少が続く事態を正面から受け止め、社会・経済が機能する適応策も講じる。住民の基本的な生活の維持、経済成長、公共サービス維持やインフラ
整備、まちづくりなどで、民の力を最大限活かすべく、官民連携をさらに推進しながら社会機能の維持・充実を図る。

②若者や女性にも選ばれる地域づくり
地域社会のアンコンシャス・バイアス等の意識変革や魅力ある職場づくりにより、若者や女性が地方に残りたい、東京圏から地方に戻りたい／行きたい
と思える地域をつくる。

③異なる要素の連携と「新結合」
多様な食や伝統産業、自然環境や文化芸術の豊かさといったそれぞれの地域のポテンシャルを活かして高付加価値化するとともに、地域産品の海外
展開などにより、自立的な地方経済を構築する。

⑤都市・地方の共生関係の強化と人材循環の促進
関係人口を活かし、都市と地方の間で人・モノ・技術の交流・循環・新たな結び付き、分野を越えた連携・協働の流れをつくる。

④AI・デジタルなどの新技術の徹底活用と社会実装
AI・デジタルなどの新技術を徹底活用し、地方経済と生活環境の創生を実現する。GX・DXによって創出・成長する新たな産業の集積に向けたワット・
ビット連携などによるインフラ整備を進める。

⑥好事例の普遍化（点から面へ、地域の多様なステークホルダーの連携）
産官学金労言士等による主体的な取組と、全国津々浦々で地方創生が進むよう、好事例の普遍化と広域での展開を促進（例:「広域リージョン連携」）。
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■重点プロジェクト（総合戦略）のテーマ設定（案）

デジタル時代の新しい自治の姿として、徹底した情報公開による市民参加型の市政実現を基盤に、住民一人ひとりが主体的に関わるまちづくりを推
進します。行政情報のオープン化を徹底し、特に災害時には、対策本部の情報をリアルタイムかつ分かりやすく発信するなど、市民の安全・安心を最優
先に守る体制を構築します。 公共交通の維持やインフラ管理、防災対策にはAI・DXなどの新技術を活用するなど、効率的で持続可能な都市経営を行
います。地域の多様なステークホルダー（住民・企業・大学・団体等）が連携する「エリアマネジメント」の好事例を市内全域へ普及させ、世代を超えて助
け合い、誰もが安全に暮らし続けられる強靭な地域社会を築きます。

プロジェクトⅠ 持続可能で、共に支え合う安心・安全なまちづくり【まち】

＜地方創生2.0基本構想 基本姿勢＞

人口減少という厳しい現実を正面から受け止め、結婚・妊娠・出産・子育ての各段階における希望をかなえる社会を目指します。佐久市の保有する
様々なデータの分析に基づき、少子化の要因を的確に捉えた施策を展開し、特に若者や女性から「選ばれる地域」としての魅力を高めます。 安心安全
な子育て支援を推進するため、子ども・子育て支援拠点施設を核とした居場所づくりや、デジタル技術を活用した「ファミリーサポート事業」の利便性向
上を推進します。孤立させない支援体制と、質の高い医療・教育環境を融合させることで、誰もが安心して次世代を育み、子どもたちが健やかに成長
できるまちを創り上げます。

プロジェクトⅡ 希望をかなえ、健やかに次世代を育むまちづくり【ひと（自然動態）】

＜地方創生2.0基本構想 基本姿勢＞

④AI・デジタルなどの新技術の徹底活用と社会実装

⑥好事例の普遍化（点から面へ、地域の多様なステークホルダーの連携）

①人口減少を正面から受け止めたうえでの施策展開 ②若者や女性にも選ばれる地域づくり

①人口減少を正面から受け止めたうえでの施策展開

④AI・デジタルなどの新技術の徹底活用と社会実装
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■重点プロジェクト（総合戦略）のテーマ設定（案）

都市部との共生関係を深化させ、佐久市を舞台に多様な人材が交差・循環する活気ある地域を創出します。佐久市立図書館の建替えや佐久平駅のリ
ニューアル、中込地区での民間連携による街づくりなど、地域の「核」となる拠点の魅力を高めることや望月地区の温泉や特徴ある個店、豊かな自然を
活かしたネットワークづくりを進めるなど、交流人口の創出を強力に推進します。 また、インバウンドをはじめとした観光客に対し、山岳観光のゲート
ウェイとして機能強化を図ります。二地域居住やテレワーク環境の整備、関係人口の創出を通じて、外からの新しい視点と地域の内なる活力が混ざり
合い、常に新しい価値が生まれ続ける「多様性に寛容なまち」を目指します。

プロジェクトⅢ 多様な人が集い、活力の循環を生むまちづくり【ひと（社会動態）】

地域の持続的な成長の源泉となる「経済の活力」を最大化します。事業拡大や設備投資を力強く支援するとともに、深刻な人手不足に対しては、AI・
デジタル技術を活用したマッチングや「学生還流プロジェクト」、インターンシップの促進により、若者が地域に根付く仕組みを構築します。 また、佐久市
の強みである高度な医療・保健・福祉を維持するため、佐久大学等と連携した看護人材の育成支援など、医療人材育成への支援と地域経済の活性化を
両輪で進めます。さらに、既存の産業に新技術や外部の知見を掛け合わせる「新結合」を促し、次代を担う起業や新事業への挑戦を地域全体で支える
環境を整えます。

プロジェクトⅣ 稼ぐ力を高め、新たな挑戦を支えるまちづくり【しごと】

②若者や女性にも選ばれる地域づくり

③異なる要素の連携と「新結合」

⑤都市・地方の共生関係の強化と人材循環の促進

④AI・デジタルなどの新技術の徹底活用と社会実装

＜地方創生2.0基本構想 基本姿勢＞

＜地方創生2.0基本構想 基本姿勢＞

④AI・デジタルなどの新技術の徹底活用と社会実装

②若者や女性にも選ばれる地域づくり
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